
活動テーマ

『山・海・里・食・農から生まれるサスティ
ナブル・ツーリズム・ビレッジしらやま』

令和7年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業

中間支援ギャザリング資料（中間支援振り返りシート）

活動団体の活動地域：福井県丹南地域

活動団体名 ：エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま

中間支援主体名 ：合同会社ローカルSDクリエーション



【新たなつながりの拡充】
・事業に関連する視察研修などの提案を行い新たなつながりを作った（メンマづくり等）

・30代から40代の新たな活動グループとのつながりが持てた。

【地域の魅力に関する情報発信能力向上】

• 活動団体が多方面に情報発信ができるようにSNSアカウントの立ち上げなどの情報発信体制の構

築及び、予約サイトの管理について支援ができた。

• ハブ施設の運用などに関する活動団体の課題に対する助言及び提言ができた。

• 新たな参画した若世代のグループにヒヤリングを行い連携体制の構築ができた。

中間支援主体としての獲得目標と達成状況

■中間支援主体としての獲得目標 【R7年度当初目標】

【新たなつながりの拡充】
• 新たな関係主体の巻き込みとニーズの明確化（特に地域外から当該地域に訪れる人など）

【地域の魅力に関する情報発信能力向上】
• 新たな関係主体と連携した情報発信の支援能力向上

• 多様な媒体に発信を行うため地域の情報量を増やし多方面へのPR

• 活動団体への的確なアドバイスト支援

■中間支援主体としての獲得目標に対する振り返り（目標達成状況）



中間支援機能ごとの振り返り

チェンジエージェント機能
R7獲得目標（R7年度当初設定）
高めたい機能（◎／○）とその理由

現状の自己評価（R7年度末時点）
自己評価（◎／○／▲）とその理由

変革促進

物事を整理する ◎ 活動メンバーごとに認識に差があるため ◎ 繰り返し提言することで進展が生まれた。

意味づける

癒しとなる

見通しをつける

プロセス支援

話を聞く ◎ 会議では出ない本音の意見を聞く為 ◎
直接会って話をすることで意見を聞き出すこと
ができた。

場を開く 〇 本音を共有できる場が必要だと感じる為 〇 小さな集まりの場で本音を共有できた。

喝を入れる

現在地を確認する

資源連結

新しい人を入れる 〇 ペルソナ世代（30～40代）の参加が必要な為 ◎ ペルソナ世代の参加があった。

事例を紹介する ◎ 事業の課題を解決する為 ◎ 事業に関する事例を紹介し視察研修に出向いた。

引き出す

拡散する ◎ 取組みを多くの人に知ってもらうため ◎ SNS等を使った情報発信を行った。

問題解決提示

文字や図に落とす

問いを立てる ◎ 顧客のニーズを認識してもらうため 〇 モニターツアーを実施し顧客から意見を聞いた。

会議を進行する

落としどころを探る 〇 実現可能で最大限のサービスを提供する為 〇
次年度に向けた事業のアイディアもヒヤリング
できた

その他 ※必要に応じて追加 ◎ 当事者意識を持ってもらうため 〇
新たな主体の参画により活動基盤が強化された
ことから意識の醸成が進んできた。



今後の中間支援主体のありたい姿

■中間支援主体としての本事業終了後の地域づくりへの貢献 【R7年度当初目標】

• 活動団体の取り組みを通じ活動を持続的に行っていく為、周辺地域において多方面の連携を構築
できるようにする。

• また、「この地域に行ってみたい」と思える核となるコンテンツづくりを活動団体と進め、ハブ
となる施設（民泊と農家レストラン）を中心に運営することにより関係・交流人口の増加に貢献
する。

• 地域外の人たちからのニーズや地域資源の魅力を聞ける場の設置と情報発信の支援の実施。

■地域づくりに貢献していくために、今後、どうなりたいか

目指す姿 目標達成に向けた、次年度の行動 チェンジエージェン
ト機能での分類

これまでの支援で出来上がりつつ
あるハブ施設の実務的運用に向け
た活動団体への支援

• ホームページSNS及び予約管理サイト等の活動
団体担当者への運用支援

• 30代から４０代の新たなメンバーのとの事業連
携に向けた取り組み

• プロセス支援
• 資源連結
• 問題解決提示

中間（伴走）支援主体として声を
かけられる存在となる

• 本事業の支援ノウハウを他地域に広げるための
自社の支援主体としてのプロモーション能力向
上

• 支援主体としての情報や知識の習得（経済、文
化、地政など）

• 変革促進
• 資源連結

• 里海と里山の保全のつなぎ役
 ⇒ 里海と里山の連携事業の強化を目指した支援の実施 （越前海岸地域との連携事業）

■地域づくりに貢献していくために、外部地域や関係者と連携や協力したいこと
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